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役員のゴﾙﾌﾚｯｽﾝ費用

Q:取引先とのつきあいでゴルフがどうし

ても必要なため、一部の役員にレッスンを受

けさせることにしました 。

レッスン費用を会社が負担した場合、どの

ように取り扱われますか。

Aｰ：給与として取り扱われます。

【解説】

会社が、得意先、仕入先その他事業に関係

のある者をゴルフに招待する場合には、その

プレー費用は交際費になります。ここでいう

｢その他事業に関係のある者」には、招待す

る会社側の役員、従業員、株主も含まれます

から、会社の役員等のプレー費用もすべて交

際費になります。

しかし、ご質問のゴルフレッスン費用は、

得意先等を接待するものではありませんので、

交際費には該当しません。

では、次に、福利厚生費に該当するかとい

うと、福利厚生費とは、従業員等の勤労意欲

を向上させ、事業を発展させることを目的と

するものですから、基本的に従業員全員が参

加できるものでなければなりません。

ご質問の場合、特定の役員だけのレッスン

費用ですから、福利厚生費には該当しません。

ご質問のようなゴルフレッスン費用は、業

務上必要なものではなく、つまりは個人の能

力、資質を向上させるにすぎないものと考え

られますので、このような費用を会社が負担

した場合には、給与として取り扱われること

になります。
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